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○大体の形をとらえることができています。一番右の

図形では、斜めの線を正確に捉えられるようにな

ってきています。 

 

現４年生 

○２０２２年１１月の段階で、指標を眼で追うことがほぼできなかった児童は８９名（４０５名中）でした。その中の

観察対象児について１年後にチェックしたところ、ほとんどの児童に改善が見られました。その内容は、上記の

①のように全く追えなかった児童が揺れを起こしながらも追えるようになってきた、②のように方向によっては

安定して追えるようになった、③のように全ての方向について改善が見られた、となっています。 

○初年度と１年後の結果を比較すると、縦読み、

横読みともに、全ての学年において読む速度

が速くなりました。 

○ほとんどの学年においても縦読みよりも横読

みの方が、平均秒数が縮まっています。横読み

のテストは、数字と数字の間の幅が不規則な

ことから、跳躍の力がより伸びたと言えます。 

○現２・３年生の伸び率が大きいことから、ビジョ

ントレーニングは少しでも早い時期に始めるこ

とが有効であると考えられます。 

○若竹学級の伸び率が著しいことは、ビジョント

レーニングの実施回数や個に応じた実施形態

が可能だったことが考えられます。 

 
○ほとんどの学年で、２回目の正答率の平均が１回目を上回る結果となりました。その変化

は、６年生の 78.8％から 86.3％が最も大きく、７．５ポイント上昇でした。問題数が８つし

かないことと、もともと８割近くの正答率だったことを考えると、平均でこのポイントの上昇

は十分な数値と言えます。中には、１０点から２０点（満点）に上がった児童がいます。 

 
○：追える  ～：揺れ  ×：追えない 
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○2022年には、点の位置を正しく捉えられません

でした。約１年後には、ほぼ正しく結べるようになり

ました。 

現２年生 点つなぎ 

眼球運動 ～追従～ 

DEM（読書時の跳躍性眼球運動を測定するテスト） 

線かぞえ 

形うつし 

202２年 11月 

 

 

 

 

 

202３年 10月 

 

 

 

 

○線の長さや形の大きさを整えて図形が描けるよう

になりました。特に右の図形では、三角形と円が

重なる点や長さを意識して描くことができました。 

現４年生 202２年 11月 

 

 

 

 

 

202３年 10月 

 

 

 

 

○四角形の数や丸の大きさ、形など、より正確に写

すことができるようになりました。ビジョントレーニ

ングの効果で視空間認知の力が向上したと考え

ています。 

現２年生 

低 学 年 児 童 ② 中 学 年 児 童 ③ 

高 学 年 児 童 ① 若竹学級 児 童 ② 

縦読み速度 縦読み速度 タイム差 
横読み速度 横読み速度 タイム差 

現２年生 46.7  37.1  -9.6  54.8  42.9  -11.9  

現３年生 36.6  33.5  -3.1  45.7  38.0  -7.7  

現４年生 32.8  29.6  -3.２  37.6  32.8  -4.8  

現５年生 30.3  27.5  -2.8  34.4  29.9  -4.5  

現６年生 29.0  23.3  -5.7  30.3  25.9  -4.４ 

若竹 56.6  44.6  -12.0  62.0  42.1  -１９.９  

※数値は学年平均、単位は秒 

２２ ２３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の声 

重なり合った複数の直線の中から垂直・平行の関係にある直線を見付ける問

題で、「どれとどれが平行だと思う？」という教師の問い掛けに対し、すぐに「こ

れ！」と見付けることができました。視空間認知の力が高まったことにより、目的

の形（概形）をパッと見て見当を付けることができるようになったと思います。 

 

算数「垂直・平行と四角形」で… 

学習の流れを提示したことで、児童の動きが良くなったと感じます。また、今ま

でよりも「視覚的に分かりやすくすること」を意識して授業づくりをしたことで、 

児童の意欲の向上と理解の深まりを感じました。 

普段の様子から… 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            「EYE♡チェックカード」より 

 

児童の声 

保護者の声 

児童にとっての成果 教師にとっての成果 
 

①本校で実施した全てのアセスメントの結果から、各学年の

児童とも、日常的なビジョントレーニングによって、見る力

が高まっていることが分かりました。もともとビジョンが弱

い児童だけではなく、比較的整っている児童にも伸びが

見られました。 

②「すらすら読めるようになった」「字形が整ってきた」「ミス

が減った」など、実際の学習の場面においても、様々な変

容が見られました。また、自分自身の課題だけではなく、

伸びや成長を実感できる児童が増えました。 

③どの学年も、ビジョントレーニングになると明るい表情で

楽しんで活動していました。それに伴い、教師は各教科の

授業で、意欲的に課題に取り組む児童が増えたと感じて

います。 

④楽しみながら取り組めるという特徴をもったビジョントレー 

ニングを、低学年の時期から実施することは、感覚の土台 

づくりとしてとても大切であることが分かりました。 

 

①「アセスメントマニュアル[町二小版]」を作成したことで、 

アセスメントの方法を教師の間で共通化することができまし

た。また、ビジョンに関わる細かなアセスメントを実施するこ

とで、児童の実態の見取り方と理解が広がりました。 

②教科等の単元や一単位時間の学習内容に関連させたビジ

ョントレーニングの教材を開発することによって、学習場面

での児童の変容によりつながったと考えられます。今後も教

材のバリエーションを増やします。 

③ビジョントレーニングを入り口として、教師の特別支援教育

に対する意識が高まりました。児童への承認や称賛の言葉

掛けにより、児童と教師との関係にも良い変化が表れ、児

童の意欲面にも影響を与えることを実感することができま

した。 

④視覚という感覚に目を向けた研究を進めたことによって、感

覚が学習やコミュニケーションに大きく関わるということを

学ぶことができました。 

児童にとっての課題 教師にとっての課題 
 

①ビジョントレーニングによって「見る力」や学習意欲、学力

の向上には一定の効果があることは分かりました。今後

は、児童が苦手さを抱えている学習内容とビジョン、その

他の感覚との関係をより明確にしていくことが課題です。 

②EYE♡体操を全校一斉の取組として位置付けたことで計

画的な取組ができたが、学年が上がっても新鮮な気持ち

を維持できるような工夫を考えていくことが必要です。 

 

①EYE♡TIME  での児童への言葉掛けや、授業へのビジョント

レーニングの導入については、教師の間で意識や実践の差

が見られました。トレーニングによる成果が表れるのには一

定の時間を要するため、研究へのモチベーション維持と関

連したと考えます。児童の変化や成長を共有する場の設

定、トレーニングの実践例や開発した教材を全体に広げる

仕組みづくりが大切だと考えます。 

 

 

 

 

漢字の宿題を出していましたが、字を書くことに苦手を感じ、丁寧に書くことができない

児童がいました。ビジョントレーニングのプリントを使ったり、【 ヒ ＋ 矢 ＋ マ ＋ フ ＋ ト 

＋ 人 = 疑 】などと言った文字を組み合わせた問題作りをしたりしたところ、文字に対し

ての抵抗感が低くなったようで、丁寧に宿題を行うことが多くなりました。 

宿題で… 

小さいボールを自分で投げて自分で捕れるよう

になりました。トランプの「スピード」も親が負けて

しまうくらい速くなりました。 

音読が、スラスラと読めるようになっ

てきました。そしてハサミを使うのが

上手になりました。 

ご指導に加え、このビジョントレーニングも大いに（文字や文

を書く）上達の助けになったのだな、とあらためて感謝申し上

げます。年賀状を受け取った祖父母がどんな顔をするのか、

今から楽しみです。 

入学当初、平仮名を一応覚えはしましたが、読め

ても、書く方が覚束ない状態でした。「なぞる」、

「マスの中の配分を考える」ということが苦手で

線の内側を色鉛筆でぬる作業もはみ出し放題

でした。それが夏休みを過ぎた頃からだんだん

丁寧になってきました。 

休日などに眼球を左右、上下と動かし「学校でやった

EYE♡TIME のやつだよ。」と言って実践することがありまし

た。夏休み前などは、読めない文字の方が多かったのです

が、丁寧に書くように意識することができて、上手に書けるよ

うになってきました。 

漢字ドリルの練習の字が以前より整っているよう

に思います。関係があるか分かりませんが、机に座

る時の姿勢が良くなったようです。 

「研究だより 冬休み号」より 

２４ ２５ 


